
第４回第４回 全国コミュニティ全国コミュニティ
～まちづくりと自転

平成２６年２月６日(木)日時

［開催主旨］
世界各国で導入が進んでいるコミュニティサイ

集めています 我が国においても 多くの都市が集めています。我が国においても、多くの都市が
に取り組み、本格導入が進められています。
こうした取組事例を通して、都市内におけるコ

運営上の課題などが少しずつ明らかになってき
この担当者会議では、国内のコミュニティサイク

サルタント、関連事業者が一堂に会し情報交換

12:00-13:00 開場・受付 （ポスター展示があります）

13:00-13:10 開会挨拶

議事次

会

国土交通省都市局街路

13:10-13:50 基調講演 「自転車共同利用の事業規

共立女子大学 家政学

13:50-14:10 国土交通省からの情報提供 「コミュニ

国土交通省都市局街路国土交通省都市局街路

14:20-16:20 地方公共団体等の取組

○ICTシェアリングバイク『ダテバイク』が

仙台市都市整備局総合

○官民連携による高崎まちなかコミュニ○官民連携による高崎まちなかコミュニ

高崎市商工観光部産業

○移動手段の多様化と観光振興 ～川

川越市都市計画部交通

○横浜都心部におけるコミュニティサイ

横浜市都市整備局都市

○まちかどミナポートについて

株式会社アーキエムズ

パーキングシステム事

○岡山市コミュニティサイクル「ももちゃ

岡山市都市整備局街路

16:20- ポスターセッション 意見交換

仙台市、高崎市、川越市、横浜市、まち

ポロクル（札幌市）、さいたま市、江東区

ティサイクル担当者会議ティサイクル担当者会議
車を考える交流会～

中 合同 舎 号館中央合同庁舎３号館
国土交通省１０階
共用大会議室

イクルは、都市の新たな移動手段として注目を
がまちづくりや環境面から さまざまな社会実験

場所

がまちづくりや環境面から、さまざまな社会実験

コミュニティサイクルの利用可能性やその効果、
きました。
クル導入に取り組む、国・地方公共団体とコン

換を行うことを目的として開催するものです。

）

次第

路交通施設課 課長 清水 喜代志

規模とサービスの世界的な拡大について」

学部 建築・デザイン学科 教授 青木 英明

ニティサイクルの取組状況等について」

路交通施設課 企画専門官 東 智徳路交通施設課 企画専門官 東 智徳

が地方都市へもたらしたものとは

-自転車１台から始めよう-

合交通政策部交通政策課 主査 岩渕 伸

ニティサイクル（高チャリ）の取組ニティサイクル（高チャリ）の取組

業政策課 主任主事 松田 和也

川越市自転車シェアリングについて～

通政策課 主査 今野 秀則

イクルの取組

市交通課 係長 石原 従道

ズ

業部営業企画課 課長 中嶋 崇人

ゃり」

路交通課自転車先進都市推進室 技師 玉木 裕美

ちかどミナポート（京都市）、岡山市、

区、シクロシティ富山（富山市）、金沢市、北九州市


